
2020年 7月 4日 

 

 

7/2 クマハギ（西ノ湖） 

 

7/2 ノイバラ(小田代原) 

 

7/3 ツルアジサイ(湯元) 

 

7/2 アヤメ原（小田代原） 

 

7/3 千手ヶ浜（中禅寺湖） 

概略 7/1 低公害バスが運行を再開し、国道より西側のエリア利用が簡易になった。 

乗車前にはサーモカメラを使用した検温と消毒、乗車人数も 41名を上限とする対策を

とっている。7/1は天気も良くなく乗車に問題はなかったが、翌 7/2は晴天予報であっ

た為、ほぼ定員での出発となった。バス利用の際は時間に余裕を持つ必要がある。 

小田代ではアヤメが見頃を迎えており、殊に東部の歩道を進むと一面に群生する様を

見ることが出来る。またヤマオダマキやハクサンフウロ、ウマノアシガタ、ニガナ、

サワギクといった初夏の花々が咲き始めている。 

今年はノイバラの花の数が多く、当たり一面に華やかな香りを振りまいている。ノイ

バラは戦場ヶ原三本松の国道沿いにも多く、ドライブの車中にも香りが舞い込む。 

ノイバラ程ではないが、見頃を迎えたツルアジサイも芳香を放っている。低公害バス

路線や湯元の園地では幹に絡みつき咲きあがる姿がみられる。 

西ノ湖は湖水がやや引いているが、湖と呼ぶに相応しい状態が維持されている。辺り

には今年のクマハギが散見されるので、散策時は対策を忘れずに。 

霧降高原キスゲ平園地の下部ではニッコウキスゲが見頃を迎えているとのこと。上部

まで標高差があり、今月半ばまでは楽しめるだろう。 

 

※この情報はＷＥＢ上からダウンロードできます。【奥日光小西ホテル → ネイチャーツアー 下部】 


